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公益社団法人 山形青年会議所
２０１３年度 第５回理事会 議事録
◆ 日  時 ：２０１３年５月２８日（火）
１８：３０～２１：３０
◆ 場　所 ：パレスグランデール
1． 開  会                                                               横山専務理事
2． ＪＣＩクリード唱和                                                   佐藤幸助委員長
3． ＪＣＩミッション並びにＪＣＩビジョン唱和                             武田委員長
4． ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和                                         長谷川委員長
5． 出席者の確認（敬称略）                                               舟山事務局長
理事長                      井　上　周　士
直前理事長                  野　口　雅　弘（欠席）
特別顧問                    荒　井　　　寛
実行委員長                  齋　藤　秀　和
副理事長                    伊　藤　健　二
副理事長                    中　村　祥　之
副理事長                    齊　藤　秀　昭
副理事長                    鈴　木　辰太郎
監事                        酒　井　貞　和（欠席）
監事                        中　村　正　利
監事                        矢　口　政　則
専務理事                    横　山　隆　太
議長                        佐　藤　貴　博
特別委員長                  三　沢　慶　洋（遅参）
常任理事                    安　藤　太一郎（欠席）
常任理事                    鈴　木　　　力
常任理事                    今　野　　　修（欠席）
常任理事                    遠　藤　智　大
本部長                      渡　部　明　弘
委員長                      佐　藤　幸　助
委員長                      武　田　靖　裕
委員長                      長谷川　吉之介
委員長                      與　田　貴　博
委員長                      荒　井　要　雄
総括幹事                    會　田　智　弘
総括幹事                    長　瀬　洋　一
出向理事                    井　上　智　博
事務局長                    舟　山　力　也
＜オブザーバー＞

会員パワーアップ特別会議運営幹事     木　村　俊　広

会員パワーアップ特別会議委員         庄　司　安　宏

ＡＳＰＡＣ準備事務局                 大　場　俊　幸

渉外支援委員会委員                   庄　司　慶　仁

渉外支援委員会委員                   鈴　木　暁　子

花火大会特別委員会部会長             黒　沼　　　望
花火大会特別委員会部会長             白　木　祐　一

花火大会特別委員会委員               石　山　裕　治

グローバルシティー創造委員会委員     五十嵐　博　子

会員交流委員会副委員長               安孫子　直　樹

会員交流委員会会計                   竹　田　ひろみ

会務セクレタリー                     千　歳　　　望

会務セクレタリー                     茂　木　政　樹
６．会議成立の確認                                                  舟山事務局長
公益社団法人山形青年会議所定款第５章・第４５条に基づき理事会構成員の２分の１以上の出席のため、本理事会は成立
７．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名                           井上周士理事長
議事録署名人は井上周士理事長・中村正利監事・矢口監事の３名
議事録作成人は会務セクレタリー
８．前回議事録の承認                                                井上周士理事長
不備等が無い場合は、本会議終了を以て自動承認
９．理事長予定者挨拶                                                井上周士理事長
皆さんこんばんは。本日も非常に多くの皆様から定刻通り第５回理事会にご参集賜りましてありがとうございます。

だんだん季節も蒸し暑くなってまいりまして、１か月前に始まりましたクールビズもようやく合う季節になってまいりました。先般行われましたＬｉＬｉＣｏ氏をお招きして開催されました５月公開セミナー、こちらは長谷川委員長を始めと致します、ヒューマンネットワーク創造委員会の皆様、大変お疲れ様でした。約１，０００名が来場されたとのことで非常に素晴らしい機会になり、私の挨拶で冒頭にＡＳＰＡＣの話を入れさせていただきましたが、大変だねというような声を多くの方からいただきました。

ＬｉＬｉＣｏ氏のお話の中にも意識を変革する部分もあったと思いますし、ＪＣとしてのメッセージの部分も全てではないがしっかりと発信できたのではないかと思います。この例会も協賛金などもあり、様々な困難な要素があった議案でありましたが、鈴木辰太郎副理事長のしっかりとしたリーダーシップの下、ヒューマンネットワーク創造グループ一丸となって與田委員長の会員交流委員会メンバーも一生懸命頑張っていただきました。ＪＣでは「汗をかく」という言葉がありますが、協賛企業を回っていただいたり東京まで講師との打ち合わせで行っていただいたり、最後の最後まで価格の交渉をしていただき少しでも予算削減に動いていただいたりと、目的に向かって夢をあきらめない姿勢がこの様な成功に繋がったのだと思います。本当にお疲れ様でした。

そして、先日ＡＳＰＡＣ準備事務局の皆様が開催しました山形まちづくり塾でございますが、山崎亮講師をお招きし、お話させていただく機会がありました。ＪＣの活動もご存知でしたがメンバーが参加する事業が多いという側面も知っておられました。市民の皆様は約２００名お集まりいただき、ＡＳＰＡＣという目標に対して市民の方々をしっかりと巻き込んだ上で、ＡＳＰＡＣがゴールではなく後に山形を描くことができる素晴らしい事業だったとの話をされました。山形の色々なまちづくりに興味がある方が多くいてもなかなかそれを機会として提供できる場所がないのが現状で、この事業は市民の方々に機会を与えられる事業だとおっしゃっておりました。

私も塾長などという役職を預かりまして、しっかりと勤めを頑張っていきたいと思います。

話は前後しますが、先日ＪＣＩ関係委員会が山形で開催されました。こちらは、井上ＶＣを筆頭に中村副理事長や矢口監事、菊野君や庄司君が出席いただきました。後に半田ＪＣの理事長から連絡がありまして山形ＪＣのお迎えする姿勢が本当に素晴らしかったと言うお声をいただきました。私は初日しか行けなかったのですが、連日メンバーが駆け付けてＡＳＰＡＣに向けての姿勢やＬＯＭの纏りを凄く感じましたと、連絡を直接いただきました。どの様にしたらあのような形になるのかなどの質問も受けました。まだまだ課題もありますが１日１日の積み重ねで頑張っていただいているとお答え致しました。対外的な部分でも井上ＶＣのおかげで山形を発信することができたと思っております。本当にＪＣＩ関係委員会の皆様お疲れ様でした。

結びになりますが、先日の５月例会で次年度役員選考委員会が開催されまして、いよいよ本日、次年度理事長の議案が上程されます。この場で決意表明をいただく訳ですが、ここから次年度の灯火が始まります。６月５日の合同グループ会議が７月総会の役割を果たしますが、次年度理事長予定者の所信表明があり、その後ＡＳＰＡＣ光州大会へ向けた打ち合わせがあります。まずは、ＡＳＰＡＣへ向けて動いている段階ではありますが、次年度への貴重な灯火を皆様で盛り上げて行くためにも、６月５日の出席を各委員会メンバーに例会同様にお願い致します。

お陰様で、５月例会の出席率も８６％と素晴らしい数字になり、委員長の皆様ありがとうございます。

６月５日も同様にメンバーへの周知をお願い致します。どうぞ本日も宜しくお願い致します。

１０．直前理事長予定者挨拶                                               野口直前理事長
欠席の為、割愛。

１１．議題並びに資料の確認                                               荒井要雄委員長
配布資料　第５回理事会アジェンダ　
確認事項その他を含め３件、討議事項その他を含めて５件、審議事項その他を含めて１０件、協議事項その他を含め７件、報告・依頼事項その他を含め９件
１２．議事の採択                                                               井上周士理事長
全員賛成
１３．確認事項
確－０３　その他                                                               横山専務理事
削除

確－０１　ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会成功に向けた活動費について　　　　　ＡＳＰＡＣ準備事務局
長瀬総括幹事【確認】

ＡＳＰＡＣ活動費の増減があるが、急速な円安の影響もあり当初見込んでいたよりも大幅な支出の増額になる見込みである。今後、管理をしていき皆様に随時ご報告をしていく予定である。

中村祥之副理事長【補足】

ＡＳＰＡＣでの色々な支出を加味しても、当初予定している内容よりも赤字が出るということである。

本日のところは、この内容を確認いただくという内容である。

確－０２　６月例会　２０１４年 ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会成功へ向けた学びと感謝の集いについて

 ＡＳＰＡＣ準備事務局

長瀬総括幹事【確認】

前回理事会において対象者の部分で様々なご意見をいただき、理事長等々と協議させていただいた。

報告事項の１番、案内リストの方にご案内させていただく。総合計４４５名の方にご案内をして、現在の返信者数として１２５名の方に出席のご返信がある。

中村祥之副理事長【補足】

正副理事長会議でご意見をいただき付け加えた方々に加えて、各方面の先輩等々もお招きしたほうがいいのではないかとの話になりまして、案内を加えている。ＡＳＰＡＣに向かう前には大方の人数を確定させて行きたい。

１４．討議事項
討－０５　その他                                                                横山専務理事
削除

討－０１　新入会員認証式について                                    会員パワーアップ特別会議
會田総括幹事【上程】

７月９日にある例会の前に新入会員認証式を開催させていただきたい。現段階で３９名の認証リストを添付させていただいているが、この先も時間があるので拡大活動を続けていきたいと思う。なお、先日井上理事長が小畑会頭との対談の際に新入会員へのメッセージを頂戴している。こちらは新入会員へ向けて放映させていただく。ぜひ新入会員へ向けて心から暖かい気持ちでお迎えいただける姿勢を表現していただきい。

佐藤貴博議長【補足】

３番の仮会員２０名となっているが５０名で訂正になる。また、新入会員のスポンサーをお願いする場合があるので、ご協力をお願いしたい。

井上周士理事長【コメント】

皆様へは引き続き情報をお願いしたい。また、仮配属がされたと思うが暖かい歓迎とＪＣの良さを伝えていってほしい。

討－０２　ＬＯＭ外広報誌６月号の発行（案）に関する件                会員パワーアップ特別会議
會田総括幹事【上程】

６月末の定期発送に向けてレイアウト等の作業を進めている。

佐藤貴博議長【補足】

皆様方に原稿のご依頼をお願いする機会があると思う。

伊藤副理事長【補足】

井上理事長と小畑会頭の素晴らしい会談を掲載させていただくので、是非ご覧いただきたい。

鈴木辰太郎副理事長【質問】

これだけの素晴らしいレイアウトで討議を向かえる姿勢が素晴らしいと思う。その中で１ページ目のＡＳＰＡＣ副主管締結ということで記事のイメージをお聞きしたい。

會田総括幹事【回答】

先月の酒田の地で副主幹締結式が開催され、それを受けてＬＯＭ一丸となって、そしてブロックでも一丸となってＡＳＰＡＣに臨むという強い言葉を井上理事長と齋藤秀和実行委員長より頂戴したいと思っている。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

地区の副主管締結はまだである。ブロックについては仮締結の段階である。それについて挨拶で触れるのはいいが、受け取る側で明確になっていない現段階では、タイトルを再考いただいた方が良いのではないか。

會田総括幹事【回答】

次回の常任理事会でタイトルを再考し、再度上程させていただく。

長瀬総括幹事【質問】

レイアウトの中にＡＳＰＡＣ光州大会の報告とあるが、原稿の最終期限はいつになるのか。再考いただきたい。

會田総括幹事【回答】

スケジュールの方、訂正させていただく。また、原稿をお願いしている皆様にはＡＳＰＡＣ光州大会より帰国後、直ぐに提出いただけるようお願いしたい。

討－０３　ＡＳＰＡＣ光州大会の参加促進に関する件                            渉外支援委員会
佐藤幸助委員長【上程】

再度皆様よりメンバーへお声掛けをしていただき、多くのメンバーと一緒に盛り上げていきたいと思っている。６月４日までしおりを作成し、６月５日の合同グループ会議にて手渡しで配布する予定である。

なお、星取表に関しても同報メールを活用し、随時更新していく。

鈴木力常任理事【補足】

ＡＳＰＡＣ光州大会に向けて皆様からご協力いただく部分が増えてくると思う。宜しくお願いしたい。

中村祥之副理事長【補足】

先週のＪＣＩ関係委員会の中でも登録数も然ることながら、山形ＪＣは見られている。ＡＳＰＡＣ光州大会での振る舞いであるとか、日本ＪＣやアジア各国のＪＣからも注目されると思う。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

参加推進方法の部分で、各委員長、副委員長、常任理事会にて最後のお声掛けをしていただく、という部分は依頼事項へ記載になる。委員会としての参加推進方法を模索して行動に移すやり方がいいと思う。最初からこの様な姿勢だと、逃げていると捉えられる場合がある。しっかりと再確認をしていただきたい。

横山専務理事【意見】

しっかりと星取表を確認していただきながら参加していただきたい。

井上周士理事長【コメント】

登録人数が５９名ということで、あと一息だと思う。是非６５名を目指していただきたい。仮認証をいただいたメンバーも含め対話をしながらお誘いいただきたい。
討－０４　公益社団法人格の維持に関する事項                 法人格維持継続プロジェクトチーム
鈴木力サブリーダー【上程】

第１回の開催には多くの出席をいただき感謝申し上げる。第２回の開催を進めていきたいと思う。今回も参加対象は全メンバーではあるが、特に入会１年目、２年目のメンバーを絞り込んで対象としていきたい。山形ＪＣの半分以上が入会歴の浅いメンバーである。その中で認識を深めていければと思う。日程に関しては事務局と打ち合わせをしていく。
武田委員長【意見】

当委員会の若いメンバーを連れて行きたいと思う。

長瀬総括幹事【意見】

まだまだわからないメンバーもいると思うので解り易い内容にしていただきたい。

横山専務理事【意見】

次年度の動きも出てくる時期の開催なので、事務局と協議の上、開催日を決定したいと思う。

１５．審議事項
審－１０　その他                                                           井上周士理事長
削除

審－０１　７月例会の企画・実施（案）承認に関する件                 会員パワーアップ特別会議
會田総括幹事【上程】

前回の理事会にてご指摘いただいた、対象者と予算の部分を修正している。ご確認いただきたい。

佐藤貴博議長【補足】

山形ＪＣの結束力を深める例会にしたいと思っている。宜しくお願いしたい。

荒井要雄委員長【財審コメント】
特になし

井上周士理事長【採決】

全会一致にて可決
審－０２　ＬＯＭブース（国内）の出展（案）に関する件                      渉外支援委員会
佐藤幸助委員長【上程】

まず、ＬＯＭブース（国内）の出展（案）承認に関する件に訂正させていただきたい。以前よりご意見いただいていた部分を反映しているので、慎重審議をお願いしたい。
鈴木力常任理事【補足】

前回の常任理事会にて上程させていただいた内容に赤字で修正をしている。今回ブロック大会において「お祭り」の内容を検討させていただいている。先日２５日の会員会議所会議において、ブロック大会の議案が通ったと聞いており、ＬＯＭとの整合性にはまだまだ欠けているが、しっかりと進めさせていただくのでよろしくお願いしたい。
中村祥之副理事長【補足】

ブロック会員大会の流れが不明確なので、上程すべきかどうかの判断があったが、山形ＪＣとしてはブースを設営してしっかりと振る舞いをするといった議案になっている。試算書の中に収益明細書があり、山形ブロック協議会からの準備金という表記があるが、こちらをブロック協議会からの準備金として修正し上程させていただきたい。
佐藤幸助委員長【修正点確認】

議題の「承認に関する」という箇所の訂正と、公益社団法人山形ブロック協議会からの準備金という箇所を訂正させていただきたい。
鈴木辰太郎副理事長【質問】

ブロックからの補助金について、基本的には業者を入れることについての話である。ＬＯＭに対してこの数字の根拠を知りたい。
佐藤幸助委員長【回答】

山形のたから出展ブースに関するガイドラインから見て、飲食物を踏まえて８，７００円の金額をブース出展者に準備金として支給する。申請費２,７００円を差し引いて６，０００円を準備するという事なので、このように記載させていただいた。
鈴木辰太郎副理事長【意見・質問】

実態として、現金での飲食販売をするということで、事業費を入れる前提になっている。今回の場合はメンバーで作って、振る舞うので、該当しないはずである。ブロックの副会長からも山形ＪＣは補助金の対象にならない旨の話はもらっている。販売をすると保健所の手続き費用も掛かる。６，０００円の根拠はなく、８，７００円であり、補助金の表現が不適切ではないか。補助金はこのままではもらえないが、どうするのか。
中村祥之副理事長【回答】

本会議中に８０，０００円に収まるよう修正させていただく。渉外委員会が確認していなかった部分もあるが、会員会議所会議で決まった情報は準備の都合もあるので、是非とも共有していただきたい。この場では一旦取り下げさせていただく。
井上周士理事長【審議取り下げ】

本議案を一時取り下げにする。
審－０３　第３４回山形大花火大会の設営（案）承認に関する件                花火大会特別委員会
渡部本部長【上程】

Ｂ会場の特別桟敷席もほぼ確定し、現在チケットを作成中である。設営スケジュールも若干の見直しをしており、着々と準備をしている。また、申請書も順次進めている状況である。会場の形が昨年と変わり、予算が掛かるところもあるが松田部会長を中心に頑張って進めている。慎重審議をお願いしたい。

三沢特別委員長【補足】

よろしくお願いしたい。
井上周士理事長【採決】
全会一致で可決
審－０４　第３４回山形大花火大会の安全な運営及び総合説明会・事前説明会の開催（案）承認に関する件                                                                   花火大会特別委員会
渡部本部長【上程】

いままでお天気祭りの前に開催していた説明会を別の日に分けて開催する予定であり、事務局と相談しながら決定をしていく。マニュアルも形作られ、ＪＣＣやメンバーの当日の出席状況を見ながら割振りしていく。慎重審議をお願いしたい。

井上周士理事長【採決】

全会一致で可決
審－０５　第３４回山形大花火大会の清掃の実施（案）承認に関する件           花火大会特別委員会
渡部本部長【上程】

毎年清掃終了の時間が不明確であるということなので、今回はスケジュール等を付けさせていただいた。清掃のやり方は山本学園のグランドにメンバーが集合し、重点的に清掃を行う。その後Ａ，Ｂ，Ｃ会場の３グループに分け、警備部会がリーダーとなり、時間を管理して清掃を行っていく。清掃の最終確認を各グループリーダーが行う。慎重審議をお願いしたい。

鈴木辰太郎副理事長【質問】

何人のメンバーに来てもらいたいのか。
白木部会長【回答】

全員参加でお願いしたい。
鈴木辰太郎副理事長【意見】

メンバー数１１６名、新入会員５０名を動員するための参加動員計画・参加推進方法のビジョンを明確に描いていただき、まとまって良い掃除ができる様イメージをし、全員から参加してもらえるよう日頃からの行動・在り方を頑張ってもらいたい。
中村祥之副理事長【質問】

例年朝の登録開始からすぐに清掃を開始しているイメージだが、この度タイムスケジュールに空き時間があるのにはどういった意図があるのか教えていただきたい。
白木部会長【回答】

ご指摘いただいたようにタイムスケジュールに空きがあるのは、移動時間を含めて計算しており、掲載している時間は最長まで伸びた場合を想定している。記載時間を目途にメンバーみんなで清掃をして、会場をお返ししたい。
中村祥之副理事長【意見】

少しでも早くはじまる様に誘導をお願いしたい。
井上周士理事長【採決】

全会一致で可決
審－０６　ＵＮ　ＭＤＧsの企画・実施（案）承認に関する件    ヒューマンネットワーク創造委員会
長谷川委員長【上程】

事業要項に変更無し。実施日時に関して、山形ＪＣメンバーによるＵＮ　ＭＤＧs認知向上プログラム受講は委員会単位で実施し５月１６日（木）に完了している。外務省ＯＤＡ出前講座の受講については山形ＪＣメンバー向けになっており、７月２日（火）１８時～２０時開催を予定している。事務局と調整し、会場は東部公民館で開催する予定である。なるべく多くのメンバーに参加の呼びかけをしていく。小中学校の出前授業に関して、現段階では日時は確定していない。現状内諾をいただいているのは山形大学附属小学校、７月中旬夏休み前を予定している。山形市立楯山小学校は今月末に訪問し打ち合わせをする。その他検討中は昨年実施させていただいた小学校４校、山形大学附属中学校、山形市立蔵王第一中学校は現在前向きにご検討いただいている。５月１６日開催のＭＤＧsのすばらしい授業を是非各小中学校に実施していきたいと考えている。慎重審議をお願いしたい。
鈴木辰太郎副理事長【補足】

新たな試みとして、外務省からＯＤＡ出前講座ということで、日本ＪＣとしてどのように考えているか、昨年も今年も大変勉強させていただいている。今年はそれに加えて、日本国としてどのように考えているか学んでしっかりと伝えていきたい。目標は８校をしっかりまわりたいと思うので、ご審議をお願いします。
井上周士理事長【採決】

全員賛成

審－０７　退会者（案）承認に関する件
                                        事務局
舟山事務局長【上程】

会員パワーアップ会議　小野寺毅君、会員交流委員会　船田章君の両名は社内の人事異動による転勤にて退会。
佐藤貴博議長【コメント】

今年度卒業予定であったが転勤という事で退会する。
與田貴博委員長【コメント】

転勤で香港に一時異動するので退会する。
井上周士理事長【採決】
全会一致で可決
審－０８　休会者（案）承認に関する件                                            事務局
舟山事務局長【上程】

事務局　会務セクレタリー　秋月悠君から休会届が提出された。転職により、青年会議所活動が困難になったという理由である。
横山専務理事【補足】

運営を預かる事務局として、人数が減るのでサポートできるように努めていくので、よろしくお願いしたい。
井上周士理事長【採決】

全会一致で可決
審－０９　２０１４年度公益社団法人山形青年会議所理事長予定者（案）承認に関する件　

２０１３年度選挙管理委員会
中村祥之委員【上程】

５月例会の当日、山形市民会館で選挙管理員会選考委員選挙が行われた。不在者投票は５月８～１０日の３日間山形青年会議所ルームにて開催した。選挙権所有者１１６名に対し、投票率７６．７２％、投票者数８９名、有効投票数６１１票によって選考委員が選ばれた。翌日５月１５日山形グランドホテルにて、選考委員会選挙を行った。１５名の方々に議論いただき、齊藤秀昭副理事長が２０１４年理事長予定者として推挙されている。
井上周士理事長【採決】

全会一致で可決
齊藤秀昭次年度理事長予定者【挨拶】

皆さま改めましてこんばんは。今ほど公益社団法人山形青年会議所２０１３年度の理事の方々より、２０１４年度の理事長内定者としてご承認を賜りまして、感謝御礼を申し上げます。ありがとうございます。２０１４年に関しては、山形青年会議所にとって歴史的な時を刻みます。そして、ＪＣＩにとっても、山形そして日本というものが刻み込まれると思っています。まだまだ２０１３年度が中盤の時期ではありますけれども、今年度もある中で２０１４年に向かって着実に皆さまと共に歩んでまいりたいと思います。そしてこれから様々な事象が我われの青年会議所に降り注ぐと思いますが、是非手と手を取り合いながら一歩一歩進んでいきたいと思います。そして、理事長職としてこれからの予定者段階、当年度と１年半になりますけれども、全身全霊をかけて歩んでまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。本日はありがとうございました。ここで、不肖齊藤の専務理事をお受けいただいた方をご紹介させていただきたいのですが、よろしいでしょうか。本年度ＡＰＤＣにも出向いただいております遠藤智大君です。
遠藤専務理事予定者【挨拶】

改めましてこんばんは。只今ご紹介に預かりました２０１４年度専務理事をさせていただくことになりました遠藤智大でございます。歴史ある山形青年会議所が新たに一歩踏み出す２０１４年に専務理事をさせていただきます事、心から嬉しく思います。またそれと共に、不安もありとても怖い気持ちでいっぱいでございます。しかし、山形青年会議所がまた、齊藤秀昭理事長が１年間輝く年になります様、精一杯支えて参りますので、どうぞご支援ご協力よろしくお願いします。
審－０２　ＬＯＭブース（国内）の出展（案）承認に関する件                    渉外支援委員会
佐藤幸助委員長【上程】

議題の赤字部分の「承認」、事業計画収支予算書の内容を訂正したので、慎重審議をお願いしたい。
鈴木力常任理事【補足】

改めて委員長から上程させていただく。慎重審議をお願いしたい。
中村祥之副理事長【補足】

慎重審議をお願いしたい。
荒井要雄委員長【財審コメント】

特になし
井上周士理事長【採決】

全会一致で可決
１６．協議事項
協－０７　その他                                                             横山専務理事
削除

協－０１　山形まちづくり塾の企画・実施　修正予算（案）に関する件      ＡＳＰＡＣ準備事務局
長瀬総括幹事【上程】

４月２６日（金）開催の募集説明会の会場である山形市保健センターの会場費が無料ではなく有料であったので、こちらを修正させていただきたい。参加員数について、当初塾生の募集４０名程度という事であったが、この度申し込みが大幅に増え、６８名から応募をいただいている。理事長に事務局の意向をお伝えし、この人数でスタートさせていただくことになった。予算については現状で対応できているため修正の必要はない。
中村祥之副理事長【補足】

修正のあった会場費も予備費から充当できた。内訳と人数の修正について上程させていただく。
中村祥之副理事長【審議振替え】

特に無きようであれば審議振替えの動議をお願いしたい。

審議                                                                              井上理事長

長瀬総括幹事【上程】

あらためて山形まちづくり塾企画・実施　修正予算（案）承認に関する件を上程させていただく。
鈴木辰太郎副理事長【意見】

増えたという点については喜ばしいが、想定していた人数の１．５倍の６８名であるので、運営上しっかりとシミュレーションをしてすすめていただきたい。
井上周士理事長【採決】

全会一致で可決
協－０２　第３４回山形大花火大会のお天気祭り開催（案）に関する件         花火大会特別委員会
渡部本部長【上程】

前回資料等に不備があり、今回式次第とシナリオを添付している。昨年同様２部構成にしており、第１部ではこれまで花火に協力していただいた方に感謝の意を伝える場にしたい。第２部に関しては、懇親会の形で多少のアルコールを入れながら、先輩のお話をお聞きしたり、特別委員長の決意を述べる場にしたいと考えている。歓談の中に花火大会特別委員会のメンバーのアトラクションを考えている。
三沢特別委員長【補足】

今年はご祈祷を行わないで、２部構成で行うのでよろしくお願いしたい。
鈴木辰太郎副理事長【質問】

ドレスコードについてはクールビズであるがネクタイ着用になっているが、特別な想いがあるのか。
渡部本部長【意見】

花火Ｔシャツの着用も考えているため、体裁上問題がないかご意見をいただきたい。
鈴木辰太郎副理事長【意見】

例年であればＪＣＣはＴシャツ、カジュアルである。その場合にメンバーとの区別をきっちり分けたほうが良いのではないか。ＡＳＰＡＣの法被を着用し、統一のドレスコードにしても良いのではないか。
長瀬総括幹事【意見】

シニア向けの開催案内文の時節の挨拶に誤りがある様なので、修正願いたい。
中村祥之副理事長【意見・質問】

公式なキャラクターを作っているのであれば、どんどん露出していけばよいのではないか。また、いつ頃このキャラクターはお披露目されるのか。
渡部本部長【回答】

先日の総会で承認をいただいた。着ぐるみの作成をしており、６月末もしくは７月初めに完成予定である。ただいまのご意見を受け、記者会見のような発表の場を設けていきたいとも考えている。ご意見ありがたい。
鈴木辰太郎副理事長【意見】

参加員数計画に対象者は記載しているが、何人を目標としているのかを明確にしていただき、事業報告時に検証できる様お願いしたい。各種案内文について背景や文章の配置などルールをしっかり守っていただきたい。
渡部本部長【意見】

時間的に省略しているが、例会としてセレモニーの有無について、ご意見をいただきたい。
横山専務理事【意見】

事務局として、セレモニーは実施していただきたい。
横山専務理事【意見】
案内文に関して意見があったが、ルールを守った文章に統一していただきたい。

井上周士理事長【コメント】

キャラクターもインパクトがあり新聞にも掲載され大々的にＰＲされている。さくらんぼ祭りのテーマも「すこだま」であり、こういった部分も含めて山形を盛り上げていただきたい。
協－０３　ＬＯＭ外褒賞の申請（案）に関する件                   グローバルシティー創造委員会
武田委員長【上程】

当委員会で今月上旬まで申請していたＪＣＩアワードの国内版であり、８月１０日締切にて全国大会で表彰式典がある。昨年行ったオフサイトミーティングを申請対象にしたいと思う。ＪＣＩアワードにも同事業を申請中であるので、ノウハウを生かしながら作業を進めたいと考えている。日本ＪＣのＨＰに基本情報は入力済みであり、委員会内で揉みながら進めて行きたいので協議をよろしくお願いしたい。
齊藤秀昭副理事長【補足】

山形ＪＣとしてぜひ獲得しなければならない褒賞でもあるので、皆さまからの慎重なる協議をいただきながら進めて行きたいと思う。

遠藤常任理事【意見】

参加者がどのようなことを感じ・影響を受け・行動に移したかを記載しなければならないので、昨年の委員会とも連携を図りながら資料作成に努めていただきたい。
荒井要雄委員長【意見】
事業開催時の集客に関して、他に先駆けてＦａｃｅｂｏｏｋを活用していたと思う。良い評価を得られるポイントであると考えられるので、ぜひアピールしていただきたい。

中村祥之副理事長【質問】
オフサイトミーティングを申請対象にしてあるが、７月３１日までの事業であるとすれば、例えば先日行われたキャップアート事業でもよかったと考えられる。敢えてこの事業を対象に選んだ理由は何か。

武田委員長【回答】

前年度からの引継ぎという点と、キャップアート事業がまだ継続中で決算審議も通していないという点が理由として挙げられる。８月１０日が申請締切であり、それまでは何度でも書き換えが可能ということなので委員会内で議論を交わしながら進めるが、現段階ではオフサイトミーティングを申請対象として進めて行きたいと思う。

鈴木辰太郎副理事長【質問】

過去の受賞事業等に関しては確認しているのか。

武田委員長【回答】

昨年は市長選の公開討論を申請対象に挙げたが受賞まではいかなかった。熊谷ＪＣのクールビズに関する事業が最優秀を受賞している。オフサイトミーティングを申請対象に受賞狙っているカテゴリーに於いては、山城ＪＣの竹水鉄砲に関する事業が受賞している。過去の受賞事業を確認できるシステムを活用しながら進めて行くつもりである。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

過去の受賞事業を調べることに関しては、目的達成のための手法説明に記載されるべき事項である。現段階で受賞が目的に設定されていないようだが、しっかりと段階を踏んで進めていただきたい。
協－０４　９月例会の企画・実施（案）に関する件                                 会員交流委員会
與田委員長【上程】

翌年にせまったＡＳＰＡＣ山形大会に多大な協力を頂かねばならない、山形ＪＣシニアクラブとの交流をメインに設営していきたいと考えている。じゃがいもゴルフに関しても、野々村先輩と打合せを行っているが、９月例会と同時開催の方針で進めさせていただいていることを補足としてご報告する。また、定時総会も９月に開催予定となっているので、事務局・総務委員会と連携を図りながら日程調整を行っていきたい。有意義な例会となるため委員会一丸となって進めているので、主務員である安孫子副委員長からも補足を述べてもらう。

安孫子副委員長【補足】

数ヶ月前より計画を進めてきた。皆さまからの意見を頂きよりよいものを目指したいと考えているので、よろしくお願いしたい。
鈴木辰太郎副理事長【補足】

妥協のない事業になるよう皆さまのご意見を頂戴したい。直接の目的とは異なるが、姉妹ＪＣであるシティレディＪＣをお招きするのであればこの機会であると考えているので、そこに関しても協議をお願いしたい。
會田総括幹事【質問】

４，報告関係に関して、「会員パワーアップ特別会議より、新入会員の報告とお願い」とあるが、数年前に五十嵐君が同期会長として挨拶をしたようなものをイメージすればよいのか。

與田委員長【回答】

シニアに直接伝えられる機会であるので、何名入会したという報告と更なる紹介の依頼を考えていた。
武田委員長【質問】

９９年全国大会ビデオ上映が一部二部に分かれているが、時系列順に作成されたビデオを再編集するということなのか。

與田委員長【回答】

非常に長編な映像となるため、ビデオテープからＤＶＤに落とし込みを行う時点で編集をかけたいと考えている。

佐藤貴博議長【質問】

審議対象資料に関して、交流会の資料はあるがゴルフの案内が見当たらない。これからの作成ということになるのか。

與田委員長【回答】

山形ＪＣじゃがいもクラブゴルフコンペに関しては、来月の報告議案で挙げさせて頂くのが例年の流れになっている。今回はあくまで９月例会ということで協議をお願いしたい。

中村祥之副理事長【質問】

会場設えに関して、シニア・現役が混同で、各部会や委員会のメンバーが同席するという意味の文であるのか。
與田委員長【回答】
完全に同じ部会や委員会は存在しないが、ＣＯＣの役割を照らし合わせて、極力同じような役割のメンバーをシニア現役混同で同席とする予定である。直接のアドバイスを頂く良い機会にしたい。

中村祥之副理事長【意見】
趣旨は賛同できるが、席によって年配のシニアや若いシニアに偏りが出てしまう可能性がある。シニア同士でも年齢の近い方が集まりがちであるので、せっかくの趣旨を活かせるようバランスを考えた配置を検討していただきたい。また日程に関して、以前確認がぎりぎりになってしまったことがあった。シニア会長に内諾を取ったうえでの上程で、段取り良く日程調整を進めていただきたいと思う。

井上周士理事長【コメント】

シニアの方々には、協賛金をはじめ多くの協力をして頂かなければならない。機械的に進める作業と共に様々なものを得る機会でもあるので、現役とシニアの意思疎通がスムーズにいくような設えをお願したい。
協－０５　定例理事会日程変更（案）に関する件                                          事務局
舟山事務局長【上程】

当初６月２５日火曜日の開催ということで承認を得ていたが、当日にブロック主催の公開討論会が予定されていた。公示日の関係でやむを得ず、６月の理事会を２４日に前倒しさせて頂きたいと事務局にて検討した。よろしくお願いしたい。
舟山事務局長【審議振替】

異議が無いようであれば審議振替をお願いしたい。

審議                                                                         井上周士理事長

舟山事務局長【上程】

協議上程と同内容で審議上程させていただく。よろしくお願いしたい。

井上周士理事長【採決】
全員賛成

協－０６　例会日程変更（案）に関する件                                          事務局
舟山事務局長【上程】　
８月第１例会に関して、当初８月３日土曜日の開催で承認を得ていた。しかし会場予約の関係上、前日の２日金曜に変更させていただきたく協議上程させていただく。

鈴木辰太郎副理事長【質問】
会場予約の都合ということであるが、どれくらい前から会場予約をしたのか。
渡部本部長【回答】
昨年の１２月である。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

年間計画が立った時点でなるべく早い予約を入れるようにしていただきたい。本議案に関しては賛成する。

舟山事務局長【審議振替】
異議が無いようであれば審議振替をお願いしたい。

審議                                                                          井上周士理事長

舟山事務局長【上程】

協議上程と同内容で審議上程させていただく。よろしくお願いしたい。

中村祥之副理事長【意見】

クリスマス例会に関して、時節柄予約が取りにくい月となっている。早めの予約をお願いしたい。
井上周士理事長【採決】

全員賛成

１７．報告・依頼事項                                                           舟山事務局長
報－０１　各種大会への参加のお願い                                       渉外支援委員会
佐藤幸助委員長【依頼】

山形ブロック大会に関して、１００パーセント参加を目標としている。隣市での開催ということもあり、２日間のどちらかだけでもぜひ参加していただけるよう、皆さまのお声がけをお願いしたい。

鈴木辰太郎副理事長【補足】

本年はアカデミーに６名のメンバーが出向している。また、庄司慶仁君も委員長として出向しており、活躍の場となる。どちらかと言わず両日の参加を促していただきたい。
報－０２　
舟山事務局長【報告】

山形市商店街連合会・山形市中心商店街まちづくり協議会より、山形駅西口にサッカースタジアムを建設するための運動を促進するため、署名の依頼が来ているので報告する。サッカー場ありきではなく、多目的スタジアムを建設して中心街の活性化を図るということが目的となっている。様々な団体に署名活動を依頼しているということで、事務局としては協力する方向で結論を出した。皆さまのご協力をお願いしたい。署名用紙はルームに設置してあるので、各ラインを通して周知のほどお願いしたいと思う。
報－０３　クールビズ推進について                                                     事務局
舟山事務局長【報告】

昨年までとルールが多少変更になっている。添付資料の確認をお願いしたい。５月より開始ということで既に始まっていることもあり、各委員会内でルールの周知をお願いしたい。
報－０４　定例理事会出欠状況
報－０５　ルーム備品未返却の件
報－０６　コピー機使用状況
報－０７　今後のスケジュール                                                          事務局
舟山事務局長【報告】

それぞれリンク内の添付資料をご確認頂きたい。
報－０８　今後のスケジュール
舟山事務局長【報告】
従来通り、ＬＯＭ・ＣＯＣのスケジュール表最新版を添付している。ご確認お願いしたい。

報－０９　５月公開例会の御礼について                        ヒューマンネットワーク創造委員会
長谷川委員長【報告】

５月１４日開催の公開例会に関して、ＬｉＬｉＣｏ氏をお招きしトークショー形式で開催させて頂いた。担当ラインや先輩理事から多くのアドバイス・ご協力をいただき、９８８名の一般来場者をお迎えすることができた。現役はもちろん、これまで山形ＪＣをつくりあげてきた先輩方の力の大きさを体感した事業であった。厚く御礼申し上げる。
１８．次回開催                                                                  横山専務理事
第６回定例理事会６月２４日月曜日　場所：パレスグランデール
１９．監事講評                                                                  中村正利監事
皆さま大変お疲れ様でございます。冒頭にも触れられましたが、２０１４年の理事長候補者が発表となりました。現在の井上理事長が発表となったのもちょうど１年前の同じタイミングでございます。すなわち、ＡＳＰＡＣまであと１年でございます。理事会のみならずＬＯＭメンバー全員が意識を固めることが非常に重要になります。６月５日の合同グループ会議、続いての各種例会・大会全てにおいて、理事の皆さまが見られています。審議会も入りました。そういった方々を牽引するのが理事会の皆さまですので、声を大にして、無理矢理引っ張ってくるのではなく、手を取り合って一緒に頑張ろうという形で引き揚げてください。先ほど長谷川委員長からありました約１０００名の一般来場者数も、理事メンバーの頑張りあってのかたちだと思います。今年も残り６ヶ月ではございますが、ここで再度気を引き締めて６月を邁進して頂きたいと強く思います。これをもちまして監事講評とさせていただきます。大変お疲れ様でございました。
２０．閉会                                                                       横山専務理事









